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和声学実習の合理的原理(その2)
山 野 誠 之
　（緒言）本論は，長崎大学教育学部人文科学研究報告，第27号（p．49～60）の続編で
ある。　（その1）において論じた内容は次の通りである。第一章　前提……規則および，
実施に先立ち自明のこととして理解すべきことがら。第二章　規則……必ず順守されるべ
きことがら。この章では，主として声部の進行に関する規則と，和音の機能および和声進
行のパターン（機能式）について論じた。第三章　実施……素材め提示と操作の指示。第
一節　主要3和音の基本形。第二節　6の和音。第三節　副3和音。第四節塁の和音。第
五節　近親調への転調。
　以上の続きとして，本論においては，借用和音と準固有和音，属7の和音（基本形と転
回形），属7の変種とIVの変種について論じることとする。
第六節　借用和音borrowed　chordと準固有和音Molldur，　Durmo11
1．借用和音は，転調における特徴和音と同じく，近親調に属する和音であるが，新調の
Tへと安定することなく，副V（Nebendominante）として同一調性内の機能を補強する。
・）Du・においては，　D・機能を営む和音として，　Vへ進む￥（V調のV）が馨し・ら
れ・・，D、（D、を融する）機能を営む和音として，nへ進碍（備のV）とπへ進む
翫欄のv，簾止的結合）が用いられる2㌔
b）M・11においては，D・機能を営む不離として，Vへ進む￥が用いられ，D・機能を
営む和音として，wへ進む守（w調のv）カ・用いられる・
2．D2の前にD3が挿入される時は，機能式はさらに拡大される。
3．準固有和音は，同主調における和音の交流や教会旋法との交流によって生じる。
・）Du・においては洞主遣との交流によって生じた蝿Wレ，噸，　E16（N・，ナ
ポリの63））が用いられる。
　b）Mollにおいては，同主長調から借用された］Vl（ドリア的IV），Vレ（エオリア的
V），m6（N6），　Il（ピカルディー3度）が用いられるが，　N6の他は使用が制限され
る。
4．準固有和音からは，半音階的半音を作らないようにして次の和音へ進める。
課題　9
既習の課題に副Vを挿入しなさい。DurとMollの両調で行うこと。
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課題10
　既習のMollの課題におけるIVをドリア的IVで，　Vをエオリア的Vで，五をN6で
可能な限り置き換えを試みなさい。終止における1にはピカルディー3度を用いな
さい。
課題　11
既習のDu・の課題におけるL　WMを皿レ・，恥，瑠で磯な限り置き換え
を試みなさい。一転を用いてもよい。
第七節　属7の基本形Dominantseptakkord
1．V7は4和音であるから，重複なし（省略なし，完全形）で用いられるが，5音を省
略して根音を重複する（省略形）こともできる4）。
2．V7は3音，5音の他に7音を持つ。3音と7音で作られる減5度または増4度は不
協和音程であるから，減5度は長・短3度へ，増4度は長・短6度へ解決しなければなら
ない。すなわち，7音は2度下行して解決する。解決音（fa→miの進行におけるmi）
は重複しない5）。
3．　したがって，V7は1，16またはVIへと進む。　V7－IV－V7，　V7一且6－V7も可能であ
るが6），この場合のW，豆6は一時的・補助的となる。
4。V7－1の連結において，なめらかな連結を求める時は（楽曲の終止など），しばし
ば次のような連結となる。
　　V7完全形一1省略形糖略胆完全
　1省略形においては5音が省略され，根音は3重となる。
5．V7－16の連結においては，2項において述べたような解決は不可能である。したが
って，7音はやむをえず2度上行しなければならない。fa→solの進行となるが，本来進
むべきmiへの進行は，　Bas．の音によって行われたと見なすのである7）。　（代用解決）
6．　2項の指示にもかかわらず，旋律（Sop．）に表現力を与えるたあに，解決音（mi）を
重複することができる。この場合には，両声は音階的に反回し，注意深く流動的にとり扱
う8）。
7．顎はV7の根音省略として用いることができる。　（砺）
課題　12
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実施例を参考として，B、蘇題およびS。n課題を実施しなさい．謀題は省略。
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第八節　属7の転回Umkehrungen　von　V7
1．V7の一転は§の和音と呼ばれ，二転は巷の和音，三転は2の和音と呼ばれる。
2．これらの和音はすべて，完全形で用いられる9）。
3．V§は，導音の性質によって1の基本形へ進め，　V珪は1または16へ，　V2はBas・（fa）
のもつ下行導音の性質によって必ず16へと進める。
4．減5度，増4度の解決法は，V7の基本形の場合と同様である。
5．V§一16の連結においては，7音を2度上行させて代用解決を行う。　V巷一16一∬6のよ
うな連結においては，7音を2度下行させて3音を重複し，さらに2度下行させることに
よって流動的に処理することもできる。
6．16－V量一V盛一1の連結におけるD機能は，V塁から既に開始されていると考えるのが
自然である。
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〔譜例　5〕
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7．V§一1，V2－16の連結においては，　Bas・の進行が半音という最小の音程であるから・
Sop。はここで大きな跳躍による旋律表現を行うことができる。
課題　13
実施例を参考として，Bas．課題およびSOP．課題を実施しなさい。課題は省略。
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第九節　属7の変種とIVの変種Abarten　von　V7，　Abart　von】V（∬）
1．V7とIVに音階固有の音を一個加えると，　Vg，　V寺3および∬讐という変種が生まれる。
2．Vgは，　V7の5音を省略し，9音（la）を付加して作る。　Vgの一転は1の和音と呼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばれる。二転は，5音が省略されているために存在しない。三転は12の和音と呼ばれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V静は・V・の5音の代りに6音（・3音）鮒塾して作る・V獅一転は1Pの和音と呼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばれる。二転は，Vgの二転と同じ理由によって存在しない。三転は4の和音と呼ばれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　II含は，　jvに6音（豆の根音）を付加して作る。丑讐はそれ自体駈の一転であり，転回
されることなく用いられる。
3．Vgは慣習的に次の条件の下に用いられる。
　a）　5音を省略する。
　b）　9音は常にSOP．に置く。
　c）Sop．とAlt。が2度音程を作ってはならない。上2声が9度音程を作・ることは許さ
れる。
4．Vみ3の6音（13音）も常にSop．に置かれる。
5．　∬§は2度または9度という特徴的な音程を含んでいる。この音程を構成する2音は
省略することができない。これに反して，3音（亘7の5音）はしばしば省略される。こ
の場合には，付加された6音を重複し，Vの3音すなわち導音へ進むべき5音（皿7の7
音）は非和声音であるから，重複してはならない。
6．V9，　V｝3とその転回形は，　V7と同様にすべてD機能を営む。　II讐は，　IVおよび皿，
皿6と同様にD2機能を営む。
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7．この節の実習からは，次の点において規則が弛められる。
　a）上3声における隣接する2声問のへだたりは，各声部に定められた音域を逸脱しな
い限り，8度より広くなることが許される。
　b）　声部進行における増音程進行，減音程進行は，円滑な声部進行をとるか重大な誤り
を救う場合には，Bas．以外の声部においても許される。
　c）各和音の3音は，一時的であるならば省略することができる。
課題　14
Bas．課題およびSOP．課題を実施しなさい。課題は省略。
（未完）
〔註〕
1）　〔譜例　4〕4小節目を参照。
2）Wへ勘響は，D・・においては・と一致するので・借肺音としては意味をなさない．また，
門門導は・D・・においてもM・11においてもTへの回国船となるため，一般に平行調
　への転調と解される。
3）
4）
5）
6）
7）
8）
9）
この和音は，A．スカルラッティを中心とするナポリ楽派にとくに好んで用いられた。
〔門門
〔譜例
〔譜例
〔譜例
〔半平
〔門門
4〕および〔譜例　6〕V7を参照。
4〕および〔譜例　6〕V7一工の部分を参照。
6〕2小節目V7－IV－V7の部分を参照。
6〕5小節目V7一工6の部分を参照。
4〕2小節目～3小節目v7一工を参照。
6〕4小節目V2（D）においては，5音が省略され根音が2重となっている。この
場合にはIVとIV（D2）にはさまれ，一時的な補助和音のごとくに扱われている。
　ローマ数字の右に付けられたレ（フラット）と1（ナチュラル）は，C－durおよび。－mollを例
とした場合のものである。
（参考文献については，長崎大学教育学部人文科学研究報告　第27号60頁を参照。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和55年10月31日受理）
